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は、王たちの臣民に対する支配の道具になっただけでなく、時に抵抗の手段にもなった。例えば、モロッコ南部のスィジルマーサで発掘されたミドラール朝（七五〇〜九七六年）時代の貨幣。イスラム初期の分派であるハワーリ ュ派（スフリ派）を受け入れたベルベル人（北アフリカの先住民）の王朝であるミドラール朝は、サラ以南のガーナ王国やイベリア半島、東アラブ世界との交易で栄えたが、一〇世紀になる ファーティマ朝（九〇九〜一一七一年）の領土拡大によって圧迫を受けた。スィジルマーサは征服され、ミドラール朝君主の支配は名目的となっ 王朝の危機のなかで九四二年に即位したムハン ド・イ





を、後世のアルジェリアにもみることが出来る。一八三〇年のアルジェ陥落以降、アルジェリア フランス軍による侵略を受けるが、征服戦争に対する最大 抵抗指導者は、西部マスカラ出身のアブドゥルカーディル（一八〇七〜八三年）であろう。フランスのビュジョー将軍との間にタフナ協定（一八三七年）を結び、アルジェリア西部と中部の大半の主権者とされた若き指導者は、オスマン政庁の敗走後、分裂状態にあったアルジェリア西部の政治的統合を試みた。アブドゥルカーディル彼の権威に服従しない諸勢力と戦い、平定した地域に彼の代理人である知事（ハリーファ）を置た。裁判官 カーディー による
















は、しばしば国家と国民統合を象徴するシンボルである。例えばアルジェリア独立を記念するコインは、一〇周年（五ディーナール硬貨、麦穂と石油プラント） 、二〇周年（一ディーナール硬貨、アラビア語で「私の祖国よ、おまえのため」 ） 、二五周年（一ディーナール硬貨、一九八 年にアルジェに建設された独立記念塔） 、四〇周年（一〇〇ディーナール硬貨、馬とヤシの木） 、五〇周年（二〇〇ディーナール硬貨、男女
の横顔、三日月と星、独立記念塔と列車とコンピュータ）と、構図を変化させながら発行され続けている。一九五四年のアルジェリア独立戦争開始を記念するコインも、二〇周年（五ディーナー 硬貨、戦う兵士と「 一月一日」 ［独立戦争開始の日］ ） 、三〇周年（五ディーナール硬貨、歯車 麦穂、三日月と星を包み込む手） 、 〇周年（五〇ディ ナール硬貨、戦う男女の兵士 三日月と星のシンボル、裏面にアラビア語で「平和、科学、労働」 ）のものが存在している。この他 、アルジェリア・ナショナリズム運動の転換点となった一九四五年 セティフ・ゲルマ事件
⑵から三〇年を記念す






















































ジェリア南西部〕にて 1252 年〔西暦 1836 ／ 7 年〕
鋳造」





（出所）N u m i s t a . c o m ,  “ 1  d i n a r  FA O,”  h t t p : / /
fr.numista.com/catalogue/pieces1753.html
（2013 年 5 月 23 日閲覧）.
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